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田植えをしたよ！  

宮小学校に隣接する秋月宏文さんの田んぼの一角をお借りし、５年

生が初めての田植えを体験しました。植え付けた品種は「キヌヒカ

リ」。秋月さんから「指３本で苗を持ち、差し込むように」とのアド

バイスをもらい、子どもたちは「初めて苗を触った」「思ったより田

んぼが柔らかくて田植えが大変」と言いながら真剣に田植えをしてい

ました。今後の稲刈り体験が楽しみですね。 

 

わくわく どきどきしていますか！ 

私は、田舎の小さな漁村で生まれ育ちました。学校が終わると山や海で毎日遊びました。トンボ、

かまきり、バッタ、せみ、カブトムシ、おたまじゃくし、カエル、クラゲ、イソギンチャクなどなど

たくさんの生き物と触れ合いながらの小学生時代を送りました。 

宮小学校でも校庭や学級園などで虫を探して追いかけている子

どもたちの姿もよく見かけます。 

ところで、皆さんはこの詩を読んで、どんなかまきりを想像し

ますか。夏の暑い日、太陽の光を浴び、誇らしげに、かまを振

り上げている大きなかまきりをイメージしませんか？私はそう

いう力強いかまきりをイメージしていました。ところが、数年

前、この詩を書いた工藤直子さんの本を読む中で、ここに登場

するかまきりは、実は「ちっちゃなかまきり」だということが

分かったのです。工藤さんは「ちっちゃなかまきり」が「いっ

ちょまえ」に、かまを上げているその姿を見て、この詩を書い

たそうです。「ちっちゃなかまきり」への工藤さんの応援歌です。 

その後、実家の庭でかまきりを見つけた私は、夏の太陽を背に

「いっちょまえ」にかまを振り上げている、その「ちっちゃな

かまきり」を手の上に乗せました。小さくても、正面から見る

その姿は、「わくわくするほど きまって」いました。 

 この頃、忙しさにかまけて、ゆっくりと何かを見つめることが少

なくなっています。学習園のじゃがいもの葉でたくさんのテントウ

ムシが遊んでいるのを見たのは４月のこと。先日、子どもたちが、

学習園のジャガイモをフライドポテトにしているのを見て、「あ

れ？いつジャガイモの花が咲いたの?」と…。季節の移り変わりも

気が付かずに過ごしてしまっている自分に反省です。皆さんもたま

には、「わくわく どきどき」しながら、じっくりゆっくり何かを

見つめる…そんな時間を作ってみませんか？（校長 田中いずみ） 
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 （工藤 直子作 のはらうたⅤ） 

    

めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい子 

秋月さんに苗の植え方を教えてもらう児童 



 


